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介
護
保
険
の
自
己
負
担
割
合

が「
２
割
」の
人
を
拡
大
す

べ
き
か
否
か
―
―
。
厚
生
労
働
省

は
２
０
２
２
年
末
か
ら
検
討
し
て

き
た
こ
の
課
題
に
つ
い
て
、
４
度

目
の
結
論
先
送
り
を
余
儀
無
く
さ

れ
た
。
議
論
の
主
舞
台
、
社
会
保

障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
で
拡
大

派
と
慎
重
派
の
意
見
が
真
っ
向
か

ら
ぶ
つ
か
っ
て
妥
協
点
を
見
出
せ

な
い
中
、
官
邸
の
意
向
が
働
い
た
。

次
の
ゴ
ー
ル
は「
26
年
度
中
」
と

さ
れ
た
が
、「
５
度
目
の
正
直
」は

有
る
の
か
。
↘

昨
年
12
月
24
日
、
片
山
さ
つ
き
財
務
相
と
上
野
賢
一
郎
厚

労
相
に
よ
る
来
年
度
予
算
の
大
臣
折
衝
の
際
、
両
者
の
間
で

は
、
介
護
保
険（
原
則
１
割
負
担
）を
２
割
負
担
す
る
対
象

者
の
拡
大
に
関
し
、
27
年
度
か
ら
の「
第
10
期
介
護
保
険
事

業
計
画
期
間
の
開
始
」の
前
迄
に
結
論
を
得
る
、
と
の
考
え

で
一
致
し
た
。

最
長
で
１
年
を
超
す
検
討
期
間
を
設
け
た
理
由
に
つ
い
て
、

上
野
氏
は「
い
ろ
ん
な
ご
意
見
を
反
映
し
た
上
で
調
整
を
進

め
た
い
と
い
う
趣
旨
だ
」と
述
べ
、
他
制
度
の
負
担
増
の
状

況
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
有
る
事
も
付
け
加
え
た
。
８

月
以
降
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
の
上
限
額
が
順
次
引
き

上
げ
ら
れ
る
事
が
決
ま
っ
て
い
る
中
、
介
護
も
と
な
る
と
二

重
、
三
重
の
負
担
増
に
な
る
点
を
考
慮
す
べ
き
、
と
い
う
趣

旨
だ
。
こ
の
大
臣
折
衝
を
踏
ま
え
、
翌
25
日
の
介
護
保
険
↘

０
０
万
円
以
下
～
３
０
０
万
円
以
下
」（
単
身
世
帯
）で
あ
れ

ば
１
割
に
据
え
置
く
考
え
を
公
表
し
て
い
る
。

２
割
に
な
る
人
の
年
収
基
準
を「
２
５
０
万
円
以
上
」と

し
つ
つ
、
１
割
に
据
え
置
く
条
件
を「
預
貯
金
５
０
０
万
円

以
下
」と
す
る
中
間
案
の
場
合
、
新
た
に
２
割
負
担
に
な
る

人
は
約
13
万
人
。
厚
労
省
幹
部
は「
要
介
護
者
の
増
加
で
保

険
料
が
跳
ね
上
が
っ
て
お
り
、
介
護
保
険
財
政
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
ギ
リ
ギ
リ
了
承
頂
け
る
数
字
を
出
し
た
」と
話
す
。

し
か
し
、
こ
の
案
に
関
し
て
も
介
護
保
険
部
会
で
は「
応

能
負
担
」を
求
め
る
声
と
、
高
齢
者
の
負
担
増
を
懸
念
す
る

声
が
拮
抗
し
て
結
論
は
出
ず
じ
ま
い
。
医
療
の
負
担
と
重
な

る
事
を
嫌
っ
た
高
市
早
苗
首
相
の
意
向
も
伝
わ
り
、「
25
年

末
迄
に
結
論
を
得
ら
れ
る
様
検
討
す
る
」と
し
て
い
た
政
府

方
針
は
又
も
空
文
と
化
し
た
。

先
送
り
を
受
け
、
介
護
保
険
部
会
で
は
政
治
の
都
合
で
設

定
さ
れ
た「
26
年
度
中
」を
メ
ド
に
引
き
続
き
２
割
の
対
象

拡
大
の
有
無
を
議
論
し
て
い
く
事
に
な
る
が
、
27
年
４
月
の

「
10
期
計
画
」開
始
に
合
わ
せ
た
締
め
切
り
の
設
定
は
現
実

に
即
し
て
い
な
い
。
同
計
画
に
基
づ
い
て
27
年
度
か
ら
の
保

険
料
水
準
を
決
め
る
市
町
村
に
一
定
の
準
備
期
間
を
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、最
も
遅
い「
26
年
度
末
に
決
着
」で
は
綱
渡

り
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

と
り
わ
け
収
入
だ
け
で
な
く
預
貯
金
を「
１
割
据
え
置
き

か
否
か
」の
判
断
材
料
に
す
る
場
合
、
資
産
状
況
の
把
握
に

時
間
を
要
す
る
事
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
点
は
介
護
保
険
部

会
で
も「（
２
割
対
象
拡
大
の
有
無
に
関
す
る
）結
論
が
遅
れ

れ
ば
、
介
護
保
険
料
の
設
定
等
の
事
務
に
悪
影
響
が
出
る
。

検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
し
っ
か
り
と
管
理
す
る
必
要
が
有

る
」（
大
西
秀
人
高
松
市
長
＝
全
国
市
長
会
介
護
保
険
対
策
特

別
委
員
会
委
員
長
）と
の
指
摘
が
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
事
を
勘
案
す
る
と
、「
そ
れ
程
議
論
す
る
時
間

は
残
さ
れ
て
い
な
い
」（
厚
労
省
幹
部
）の
が
実
状
だ
。
こ
の

幹
部
は「
今
後
の
医
療
の
負
担
増
、
衆
院
選
で
各
党
が
打
ち

上
げ
て
い
る
消
費
税
減
税
の
行
方
等
、
様
々
な
要
素
が
絡
み
、

介
護
保
険
単
独
で
結
論
を
得
ら
れ
る
話
で
は
な
い
か
も
知
れ

な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
今
年
が
正
念
場
だ
」と
話
す
。

部
会
で
は「
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
へ
の
自
己
負
担
導
入
に
丁
寧

な
検
討
を
行
う
」事
等
、
他
の
制
度
改
革
は
了
承
す
る
一
方
、

２
割
負
担
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
は「
26
年
度
中
に
結
論

を
出
す
」と
し
て
、
正
式
に
４
度
目
の
持
ち
越
し
を
決
め
た
。

厚
労
省
の
考
え
は
既
に
事
実
上
示
さ
れ
て
い
る
。
介
護
給

付
費
は
10
兆
円
超
と
00
年
度
の
制
度
発
足
時
の
約
３
・
3
倍

に
膨
れ
て
お
り
、
２
割
対
象
の
拡
大
は
不
可
欠
、
と
い
う
も

の
だ
。

今
の
２
割
負
担
の
対
象
者
は「
年
収
２
８
０
万
円
以
上
」

（
単
身
世
帯
）。
同
省
は
昨
年
末
に
は
こ
の
基
準
を「
２
６
０

万
円
以
上
」か
ら
最
大
で「
２
３
０
万
円
以
上
」迄
下
げ
る
４

案
を
示
し
て
い
る
。
一
方
で
、
当
面
、
自
己
負
担
の
増
加
幅

の
上
限
額
を
７
０
０
０
円
に
抑
え
る
案
も
提
示
し
、
更
に
年

収
基
準
で
は
２
割
負
担
に
該
当
し
て
も
、
預
貯
金
が「
７
↖

第
215
回
今
年
が
正
念
場
！「
介
護
保
険
の
自
己
負
担
2
割
対
象
拡
大
」


